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【表６】

　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）、第１の改質剤、および第２の改質剤を含んでなるか
またはそれらから生成される組成物であって、
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が、２～１０個の炭素原子を有するヒドロキシアル
カン酸から誘導される反復単位を含んでなり、
　前記第１の改質剤が、ポリ（ヒドロキシアルカン酸）と不相溶性であり、かつ酸含有ポ
リマーでも酸発生ポリマーでもないポリマーであり、
　前記第２の改質剤が、ポリカルボジイミド、カルボジイミド、ジイミド化合物、または
それらの組み合わせを含む、組成物。
２　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が、グリコール酸、乳酸、３－ヒドロキシプロピ
オン酸、２－ヒドロキシ酪酸、３－ヒドロキシ酪酸、４－ヒドロキシ酪酸、３－ヒドロキ
シ吉草酸、４－ヒドロキシ吉草酸、５－ヒドロキシ吉草酸、６－ヒドロキシヘキサン酸、
３－ヒドロキシヘキサン酸、４－ヒドロキシヘキサン酸、３－ヒドロキシヘプタン酸を含
むヒドロキシアルカン酸、またはそれらの２つ以上の組み合わせから誘導される反復単位
を含んでなり、
　第２の改質剤がポリカルボジイミドまたはカルボジイミドを含む、上記１に記載の組成
物。
３　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が、５個以下の炭素原子を有するヒドロキシアル
カン酸から誘導される反復単位を含んでなり、
　前記第１の改質剤が、エチレン共重合体、コア－シェルポリマー、コポリエーテルエス
テル、エポキシ化油、アクリロニトリルスチレン共重合体、スチレン含有ポリマー、芳香
族ポリエステル、脂肪族－芳香族ポリエステル、エチレンプロピレンジエンモノマーゴム
、ポリオレフィン、またはそれらの２つ以上の組み合わせであり、
　前記エチレン共重合体が、エチレンおよび酢酸ビニル、（メタ）アクリレート、エポキ
シ含有（メタ）アクリレート、またはそれらの２つ以上の組み合わせから誘導される反復
単位を含んでなり、
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　前記コポリエーテルエステルが、エステル結合を通じて頭尾結合するポリエーテルセグ
メント単位および短鎖エステル単位を含む非常に多数の反復長鎖エステルを含んでなり、
　前記第２の改質剤が、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジイミド、Ｎ，Ｎ’－ジイソ
プロピルカルボジイミド、１－エチル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）カルボジイ
ミド塩酸塩、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルカルボジイミド、Ｎ，Ｎ’－ジ－２，６－ジイソプロ
ピルフェニルカルボジイミド、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含むポリカルボジ
イミドまたはカルボジイミドである、上記２に記載の組成物。
４　前記ヒドロキシアルカン酸が、グリコール酸、乳酸、３－ヒドロキシプロピオン酸、
２－ヒドロキシ－酪酸、３－ヒドロキシ酪酸、４－ヒドロキシ酪酸、３－ヒドロキシ－吉
草酸、４－ヒドロキシ吉草酸、５－ヒドロキシ吉草酸、またはそれらの２つ以上の組み合
わせであり、
　前記エチレン共重合体が、エチレンおよび１つ以上のコモノマーから誘導される反復単
位を含んでなり、
　前記コモノマーが、ＣＨ2＝Ｃ（Ｒ1）ＣＯ2Ｒ

2、一酸化炭素、またはエポキシ含有コモ
ノマーＣＨ2＝Ｃ（Ｒ3）ＣＯ2Ｒ

4を含み、
　Ｒ1が水素または１～８個の炭素原子を有するアルキル基であり、
　Ｒ2が１～８個の炭素原子を有するアルキル基であり、
　Ｒ3が水素または１～６個の炭素原子を有するアルキル基であり、
　Ｒ4がグリシジルであり、
　前記コモノマーが、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸プロピル、アク
リル酸ブチル、メタクリレート、ＣＯ、アクリル酸グリシジル、メタクリル酸グリシジル
、グリシジルアクリル酸メチル、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含む、上記１、
２、または３のいずれか一項に記載の組成物。
５　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が、ポリ（グリコール酸）、ポリ（乳酸）、ポリ
（ヒドロキシ－酪酸）、ポリ（ヒドロキシ酪酸－吉草酸）共重合体、グリコール酸乳酸共
重合体、ポリヒドロキシ酪酸－ヒドロキシ吉草酸共重合体、またはそれらの２つ以上の組
み合わせであり、
　前記第１の改質剤が、エチレンアクリル酸メチル共重合体、エチレンアクリル酸エチル
共重合体、エチレンメタクリレート共重合体、エチレンアクリル酸ブチル共重合体、エチ
レンメタクリル酸グリシジル共重合体、エチレンアクリル酸ブチルメタクリル酸グリシジ
ル共重合体、スチレンブロック共重合体、アクリロニトリルスチレン共重合体、アクリロ
ニトリルブタジエンスチレン共重合体、スチレン－イソプレン－スチレン共重合体、スチ
レン－水素化イソプレン－スチレン共重合体、スチレン－ブタジエン－スチレン共重合体
、スチレン－水素化ブタジエン－スチレン共重合体、ポリスチレン、半芳香族ポリエステ
ル、脂肪族－芳香族ポリエステル、ポリオレフィン、またはそれらの２つ以上の組み合わ
せを含む、上記１に記載の組成物。
６　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）がポリ（乳酸）であり、前記第２の改質剤がポリ
カルボジイミドまたはカルボジイミドである、上記１、２、３、４、または５のいずれか
一項に記載の組成物。
７　前記第１の改質剤が、スチレンブロック共重合体、アクリロニトリルスチレン共重合
体、アクリロニトリルブタジエンスチレン共重合体、スチレン－イソプレン－スチレン共
重合体、エチレンｎ－アクリル酸ブチルメタクリル酸グリシジル共重合体、エチレンアク
リル酸メチル共重合体、エチレンおよびアクリル酸メチル共重合体、ポリオレフィン、ポ
リオレフィンエラストマー、またはそれらの２つ以上の組み合わせである、上記６に記載
の組成物。
８　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）、第１の改質剤、および第２の改質剤を合わせて組成
物を生成するステップを含み、前記組成物を物品に射出成形または熱成形するステップを
含んでもよい方法であって、
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）、前記第１の改質剤、および前記第２の改質剤が、
それぞれ上記１、２、３、４、５、６、または７において特徴付けられるとおりであり、
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　各改質剤が前記物品に加水分解に対する抵抗性をもたらし、または前記ポリ（ヒドロキ
シアルカン酸）または前記物品の周囲の酸、周囲の湿度、または双方の含量を除去する量
で存在し、
　（１）前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を前記第１の改質剤に接触させて混合物を生
成し、前記混合物を前記第２の改質剤と合わせて前記組成物を生成するステップ、または
　（２）前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を前記第２の改質剤に接触させて混合物を生
成し、前記混合物を前記第１の改質剤と合わせて前記組成物を生成するステップ、または
　（３）前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を押し出し機内の第１の位置で前記第１の改
質剤に接触させて第１の混合物を生成するステップと、前記第２の改質剤を前記第１の位
置の下流の第２の位置に投入して生成するステップと、前記第２の改質剤を前記第１の混
合物と合わせて前記組成物を生成するステップ、または
　（４）第１の改質剤および第２の改質剤を合わせてマスターバッチ改質剤を生成するス
テップと、前記マスターバッチ改質剤またはその一部を前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸
）と合わせて前記組成物を生成するステップ
を含んでなる、方法。
９　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が前記ポリ（乳酸）を含んでなる、上記８に記載
の方法。
１０　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を前記第１の改質剤に接触させて混合物を生成
するステップと、前記混合物を前記第２の改質剤と合わせて前記組成物を生成するステッ
プとを含んでなる、上記９に記載の方法。
１１　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を前記第２の改質剤に接触させて混合物を生成
するステップと、前記混合物を前記第１の改質剤と合わせて前記組成物を生成するステッ
プとを含んでなる、上記９に記載の方法。
１２　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を押し出機し内の第１の位置で前記第１の改質
剤に接触させて第１の混合物を生成するステップと、前記第２の改質剤を前記第１の位置
の下流の第２の位置で投入して生成するステップと、前記第２の改質剤を前記第１の混合
物と合わせて前記組成物を生成するステップとを含んでなる、上記９に記載の方法。
１３　前記第１の改質剤と前記第２の改質剤を合わせてマスターバッチ改質剤を生成する
ステップと、前記マスターバッチ改質剤またはその一部をポリ（ヒドロキシアルカン酸）
と合わせて前記組成物を生成するステップとを含んでなる、上記９に記載の方法。
１４　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）組成物を含んでなるかまたはそれから生成される物
品であって、自動車部品、自動車内部電気および電子部品、機械部品、包装物品、または
それらの２つ以上の組み合わせを含み、前記組成物が上記１、２、３、４、５、６、また
は７で特徴付けられるとおりである、物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）、第１の改質剤、および第２の改質剤を含んでなるかま
たはそれらから生成される組成物であって、
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が、グリコール酸、乳酸、３－ヒドロキシプロピオ
ン酸、２－ヒドロキシ酪酸、３－ヒドロキシ酪酸、４－ヒドロキシ酪酸、３－ヒドロキシ
吉草酸、４－ヒドロキシ吉草酸、５－ヒドロキシ吉草酸、６－ヒドロキシヘキサン酸、３
－ヒドロキシヘキサン酸、４－ヒドロキシヘキサン酸、３－ヒドロキシヘプタン酸を含む
ヒドロキシアルカン酸、またはそれらの２つ以上の組み合わせから誘導される反復単位を
含んでなり、
　前記第１の改質剤が、前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）と不相溶性であり、かつ酸含
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有ポリマーでも酸発生ポリマーでもなく、
　前記第１の改質剤が、エチレン共重合体、コア－シェルポリマー、コポリエーテルエス
テル、エポキシ化油、アクリロニトリルスチレン共重合体、スチレン含有ポリマー、芳香
族ポリエステル、脂肪族－芳香族ポリエステル、エチレンプロピレンジエンモノマーゴム
、またはそれらの２つ以上の組み合わせであり、
　前記エチレン共重合体が、エチレンおよび酢酸ビニル、（メタ）アクリレート、エポキ
シ含有（メタ）アクリレート、またはそれらの２つ以上の組み合わせから誘導される反復
単位を含んでなり、
　前記コポリエーテルエステルが、エステル結合を通じて頭尾結合するポリエーテルセグ
メント単位および短鎖エステル単位を含む非常に多数の反復長鎖エステルを含んでなり、
　前記第２の改質剤が、ポリカルボジイミド、カルボジイミド、ジイミド化合物、または
それらの組み合わせを含む、組成物。
【請求項２】
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が、ポリ（グリコール酸）、ポリ（乳酸）、ポリ（
ヒドロキシ－酪酸）、ポリ（ヒドロキシ酪酸－吉草酸）共重合体、グリコール酸乳酸共重
合体、ポリヒドロキシ酪酸－ヒドロキシ吉草酸共重合体、またはそれらの２つ以上の組み
合わせであり、
　前記第１の改質剤が、エチレンアクリル酸メチル共重合体、エチレンアクリル酸エチル
共重合体、エチレンメタクリレート共重合体、エチレンアクリル酸ブチル共重合体、エチ
レンメタクリル酸グリシジル共重合体、エチレンアクリル酸ブチルメタクリル酸グリシジ
ル共重合体、スチレンブロック共重合体、アクリロニトリルスチレン共重合体、アクリロ
ニトリルブタジエンスチレン共重合体、スチレン－イソプレン－スチレン共重合体、スチ
レン－水素化イソプレン－スチレン共重合体、スチレン－ブタジエン－スチレン共重合体
、スチレン－水素化ブタジエン－スチレン共重合体、ポリスチレン、半芳香族ポリエステ
ル、脂肪族－芳香族ポリエステル、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含み、
　前記第２の改質剤が、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジイミド、Ｎ，Ｎ’－ジイソ
プロピルカルボジイミド、１－エチル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）カルボジイ
ミド塩酸塩、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルカルボジイミド、Ｎ，Ｎ’－ジ－２，６－ジイソプロ
ピルフェニルカルボジイミドを含むポリカルボジイミドまたはカルボジイミド、またはそ
れらの２つ以上の組み合わせである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）がポリ（乳酸）であり、
　前記第１の改質剤が、スチレンブロック共重合体、アクリロニトリルスチレン共重合体
、アクリロニトリルブタジエンスチレン共重合体、スチレン－イソプレン－スチレン共重
合体、エチレンアクリル酸ｎ－ブチルメタクリル酸グリシジル共重合体、エチレンアクリ
ル酸メチル共重合体、エチレンおよびアクリル酸メチル共重合体、ポリオレフィン、ポリ
オレフィンエラストマー、またはそれらの２つ以上の組み合わせであり、
　前記第２の改質剤がポリカルボジイミドまたはカルボジイミドである、請求項２に記載
の組成物。
【請求項４】
　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）、第１の改質剤、および第２の改質剤を合わせて組成物
を生成するステップを含み、前記組成物を物品に射出成形または熱成形するステップを含
んでもよい方法であって、
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）、前記第１の改質剤、および前記第２の改質剤が、
それぞれ請求項１、２、または３において特徴付けられるとおりであり、
　各改質剤が前記物品に加水分解に対する抵抗性をもたらし、または前記ポリ（ヒドロキ
シアルカン酸）または前記物品の周囲の酸、周囲の湿度、または双方の含量を除去する量
で存在し、
　（１）前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を前記第１の改質剤に接触させて混合物を生
成し、前記混合物を前記第２の改質剤と合わせて前記組成物を生成するステップ、または
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　（２）前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を前記第２の改質剤に接触させて混合物を生
成し、前記混合物を前記第１の改質剤と合わせて前記組成物を生成するステップ、または
　（３）前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）を押し出し機内の第１の位置で前記第１の改
質剤に接触させて第１の混合物を生成するステップと、前記第２の改質剤を前記第１の位
置の下流の第２の位置に投入して生成するステップと、前記第２の改質剤を前記第１の混
合物と合わせて前記組成物を生成するステップ、または
　（４）第１の改質剤および第２の改質剤を合わせてマスターバッチ改質剤を生成するス
テップと、前記マスターバッチ改質剤またはその一部を前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸
）と合わせて前記組成物を生成するステップ
を含んでなる、方法。
【請求項５】
　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）組成物を含んでなるかまたはそれから生成される物品で
あって、自動車部品、自動車内部電気および電子部品、機械部品、包装物品、またはそれ
らの２つ以上の組み合わせを含み、前記組成物が請求項１、２、または３で特徴付けられ
るとおりである、物品。
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